
 

 

            

            

             

尾倉中学校だより   ＮＯ．６  令和 7年 8月 26 日(火) 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾倉中学校だより 「チーム尾倉」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 連日の猛暑。ひと昔前までは、「朝の涼しいうちに勉強を!」など言われていま 

したが、この言葉、ここ北九州でも死語となってしまいました。 

来る日も来る日も猛暑に見舞われ、エアコンなしでは生きていけない過酷な 

夏休みでしたね。しかし今年は、暑さ指数（ＷＢＧＴ）が３３に届かず、部活動 

生は、毎日休むことなくトレーニングに励んだものと思います。 

生徒の皆さん、今後も当面は残暑が続くかと思われます。日頃からしっかりと栄養を摂ること、睡眠 

 をとること、そして水分補給を行うこと、を徹底していってください。 

１学期終盤より夏休みにかけて行われた中体（文）連夏季大会（コンクール）では、３年生を中心に 

素晴らしいパフォーマンスを発揮しました。その勇姿を下級生の皆さんはしっかりと目に焼き付けたこ 

とと思います。いつかは、「○○先輩のように!」「あんなプレイ（走り）をするぞ!」といった思いを強 

く持ち続け、トレーニングを積んでいってください。 

３年生の皆さん、夏休みいかがでしたか。その答え、自分自身が一番よくわかっていますよね。過去 

を悔んで、下を向いても解決しません。どうか前を向いて突き進んでいってください。毎年、３年生の 

１学期までは成績が振るわなかったものの、２学期から一気にグーンと飛躍する生徒が一定数実在しま 

す。どうか、区切りのいい２学期から。そう、今日から一念発起してください。応援しています。 

 この２学期、生徒会役員改選・文化活動発表会をはじめ、多くの行事、そして２回の考査（中間・期

末）もあります。どうかあらゆる場面で生徒の皆さんがキラキラと輝ける２学期になりますように。 

 

 

今年は終戦８０年という節目の年であり、ここ八幡東区では、小
こ

伊藤
い と

山
やま

公園での慰霊祭をはじめ、 

市民センターや響ホール等で、平和を願う行事が多く開催されています。 
 

本校のある北九州市八幡東区は、「鉄の街」としてわが国の近代工業史に深くかかわった地域であ 

り、1901 年の官営八幡製鉄所創業以来、全国の鉄鋼生産の中枢を担ってきた。戦時中、この地八幡 

は、自ずと米軍の攻撃目標となり、1945（昭和 20）年８月８日の八幡大空襲によって小伊藤山防 

空壕で多くの命が失われた。現在は、本校区で JR 八幡駅近くの復興平和記念像とともに、すぐ隣に 

ある小伊藤山公園の慰霊塔に戦災で犠牲になった方々の霊が慰められている。 
 

３１０万余の命を奪い、国土を廃墟と化したあの大戦から８０年。あの惨禍を直接体験された方々 

の声を伺える機会が、時とともに確実に減ってきています。この節目の年に、 

尊い命を捧げた方々、戦後を支え日本を立て直してくれた先人たちに思いを 

馳せる時を大切にしたいと思います。 

世界に目を向ければ、ロシア・ウクライナ問題や台湾海峡の緊張、また混迷 

を極める中東情勢など由々しき事態が頻発しています。戦後８０年を迎え、次 

の「戦後９０年」を漫然と迎えられるわけではありません。 

１０年後の２０３５年８月に「戦後９０年」と言えるように、私たち一人 

一人がより深く学び、この節目の年に改めて平和への決意を新たにしたいと 

思います。 

北九州市立尾倉中学校 
〒 805-0059 

北九州市八幡東区 
   尾倉三丁目 10 番 1号 

ＴＥＬ(093)661-6516 
ＦＡＸ(093)651-0018 

 
 
 

《文責》 

尾倉中学校  校長  髙宮 滋 

～ 自主 創造 協力 ～ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【放送部による朗読 市民センターにて】 

 


